
(57)【要約】

ボールねじであって、スピンドルが設けられており、該

スピンドルを取り囲む、固定フランジ（１４）を備えた

ナット（１３）が設けられており、スピンドルと該ナッ

ト（１３）との間に配置された複数の玉（４）が設けら

れており、これらの玉（４）が螺旋状の走行軌道に沿っ

て配置されており、前記玉（４）が、走行軌道において

転動可能に支持されており、該走行軌道が、スピンドル

の外側表面に存在するねじ溝と、該ねじ溝に対応する、

ナット（１３）の内側表面に存在するねじ溝とから形成

されており、前記ナット（１３）に貫通開口が設けられ

ており、これらの貫通開口が、走行軌道の終端部から始

端部に向かって玉（４）を戻し案内するための、ナット

（１３）の外面に沿って延びる曲管状の少なくとも１つ

の変向部材（１５）によって互いに接続されている。本

発明によれば、ナット（１３）と固定フランジ（１４）

とが、２部分から形成されており、変向部材（１５）が

、固定フランジ（１４）の切欠（２０）に配置されてい

て、かつ該固定フランジ（１４）に半径方向で保持され

ている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ボ ー ル ね じ で あ っ て 、 ス ピ ン ド ル が 設 け ら れ て お り 、 該 ス ピ ン ド ル を 取 り 囲 む 、 固 定 フ ラ
ン ジ （ １ ４ ） を 備 え た ナ ッ ト （ １ ３ ） が 設 け ら れ て お り 、 ス ピ ン ド ル と 該 ナ ッ ト （ １ ３ ）
と の 間 に 配 置 さ れ た 複 数 の 玉 （ ４ ） が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら の 玉 （ ４ ） が 螺 旋 状 の 走 行
軌 道 に 沿 っ て 配 置 さ れ て お り 、 前 記 玉 （ ４ ） が 、 走 行 軌 道 に お い て 転 動 可 能 に 支 持 さ れ て
お り 、 該 走 行 軌 道 が 、 ス ピ ン ド ル の 外 面 に 存 在 す る ね じ 溝 と 、 該 ね じ 溝 に 対 応 す る 、 ナ ッ
ト （ １ ３ ） の 内 面 に 存 在 す る ね じ 溝 と か ら 形 成 さ れ て お り 、 前 記 ナ ッ ト （ １ ３ ） に 複 数 の
貫 通 開 口 が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら の 貫 通 開 口 が 、 走 行 軌 道 の 終 端 部 か ら 始 端 部 に 向 か っ
て 玉 （ ４ ） を 戻 し 案 内 す る た め の 、 ナ ッ ト （ １ ３ ） の 外 面 に 沿 っ て 延 び る 曲 管 状 の 少 な く
と も １ つ の 変 向 部 材 （ １ ５ ） に よ っ て 互 い に 接 続 さ れ て い る 形 式 の も の に お い て 、
ナ ッ ト （ １ ３ ） と 固 定 フ ラ ン ジ （ １ ４ ） と が 、 ２ 部 分 か ら 形 成 さ れ て お り 、 変 向 部 材 （ １
５ ） が 、 固 定 フ ラ ン ジ （ １ ４ ） の 切 欠 （ ２ ０ ） に 配 置 さ れ て い て 、 か つ 該 固 定 フ ラ ン ジ （
１ ４ ） に 半 径 方 向 で 保 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ２ 】
固 定 フ ラ ン ジ （ １ ４ ） と ナ ッ ト （ １ ３ ） と に １ 固 定 手 段 が 用 い ら れ て お り 、 固 定 フ ラ ン ジ
（ １ ４ ） が 、 ナ ッ ト （ １ ３ ） に 軸 方 向 か つ 周 方 向 で 保 持 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の ボ ー
ル ね じ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 固 定 手 段 と し て 、 溶 接 、 接 着 、 ろ う 接 、 か し め ま た は こ れ ら の 固 定 手 段 の 組 み 合 わ せ
が 用 い ら れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ４ 】
ナ ッ ト （ １ ３ ） と 固 定 フ ラ ン ジ （ １ ４ ） と の 間 の 嵌 め 合 い が 、 プ レ ス 嵌 め で 行 わ れ て い る
、 請 求 項 ２ 記 載 の ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ５ 】
固 定 フ ラ ン ジ （ １ ４ ） が 、 ナ ッ ト （ １ ３ ） に 一 体 成 形 さ れ て い る 当 接 面 （ ２ １ ） に よ っ て
、 ナ ッ ト （ １ ３ ） に 軸 方 向 で 形 状 結 合 式 に 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ６ 】
ナ ッ ト （ １ ３ ） が 外 面 で 、 プ ロ フ ィ ー ル （ ２ ２ ） を 備 え て お り 、 該 プ ロ フ ィ ー ル （ ２ ２ ）
に 、 固 定 フ ラ ン ジ （ １ ４ ） の 、 か し め ら れ た 材 料 部 分 （ ２ ３ ） が 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項
３ 記 載 の ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ７ 】
変 向 部 材 （ １ ５ ） が 、 固 定 フ ラ ン ジ （ １ ４ ） の 切 欠 （ ２ ０ ） に 、 半 径 方 向 の 遊 び を 有 し て
配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ８ 】
ね じ 溝 を 備 え た ナ ッ ト （ １ ３ ） が 、 引 き 抜 き お よ び ／ ま た は キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン お よ び ／
ま た は 転 造 に よ っ て 切 削 屑 な し に 製 作 さ れ た 構 成 部 材 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の ボ ー ル ね じ
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ボ ー ル ね じ で あ っ て 、 ス ピ ン ド ル が 設 け ら れ て お り 、 該 ス ピ ン ド ル を 取 り 囲 む
、 固 定 フ ラ ン ジ を 備 え た ナ ッ ト が 設 け ら れ て お り 、 ス ピ ン ド ル と ナ ッ ト と の 間 に 配 置 さ れ
た 複 数 の 玉 が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら の 玉 が 螺 旋 状 の 走 行 軌 道 に 沿 っ て 配 置 さ れ て お り 、
玉 が 、 走 行 軌 道 に お い て 転 動 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 走 行 軌 道 が 、 ス ピ ン ド ル の 外 側 表 面
に 存 在 す る ね じ 溝 と 、 該 ね じ 溝 に 対 応 す る 、 ナ ッ ト の 内 側 表 面 に 存 在 す る ね じ 溝 と か ら 形
成 さ れ て お り 、 ナ ッ ト に 複 数 の 貫 通 開 口 が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら の 貫 通 開 口 が 、 走 行 軌
道 の 終 端 部 か ら 始 端 部 に 向 か っ て 玉 を 戻 し 案 内 す る た め の 、 ナ ッ ト の 外 面 に 沿 っ て 延 び る
曲 管 状 の 少 な く と も １ つ の 変 向 部 材 に よ っ て 互 い に 接 続 さ れ て い る 形 式 の も の に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
固 定 フ ラ ン ジ と 外 側 の 管 変 向 部 材 と を 備 え た ボ ー ル ね じ が 広 く 公 知 で あ る 。 こ の よ う な ボ
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ー ル ね じ は 、 機 械 工 学 た と え ば 車 両 領 域 に お い て 用 い ら れ る 。 一 般 的 に ナ ッ ト 本 体 は 、 切
削 成 形 加 工 に よ っ て 製 作 さ れ る が 、 こ れ は 手 間 が か か り 、 し か も 高 価 で あ る 。 貫 通 開 口 を
互 い に 結 合 す る 変 向 部 材 は 、 落 下 し な い よ う に 確 保 す る 必 要 が あ る 。 こ の こ と は ナ ッ ト に
ね じ 固 定 さ れ た 追 加 的 な 金 属 薄 板 用 い て 行 わ れ る 。 こ の よ う な 処 理 形 式 は 高 価 で 大 量 生 産
に は 適 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
米 国 特 許 第 ３ ６ ６ ７ ３ １ １ 号 明 細 書 か ら 、 冒 頭 で 述 べ た よ う な 形 式 の ボ ー ル ね じ が 公 知 で
あ り 、 こ こ で は ナ ッ ト に 玉 の た め の 合 計 ３ つ の 変 向 部 材 が 配 置 さ れ て い る 。 変 向 部 材 の 固
定 形 式 に 関 し て 、 こ の 米 国 特 許 第 ３ ６ ６ ７ ３ １ １ 号 明 細 書 に は 記 載 が な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
発 明 の 開 示
本 発 明 の 課 題 は 、 高 い 効 率 で 玉 の 静 か な 走 行 を 実 現 す る よ う な 、 大 量 で 経 済 的 に 製 作 可 能
な ボ ー ル ね じ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 装 置 に よ れ ば 、 ナ ッ ト と 固 定 フ ラ ン ジ と が ２ 部 分 か ら
形 成 さ れ て お り 、 変 向 部 材 が 、 固 定 フ ラ ン ジ の 切 欠 に 配 置 さ れ て い て 、 か つ 固 定 フ ラ ン ジ
に 半 径 方 向 で 保 持 さ れ て い る 。 単 数 の 変 向 部 材 、 も し く は 多 条 ね じ の 場 合 に は 複 数 の 変 向
部 材 が 所 属 の 貫 通 開 口 に 挿 入 さ れ 、 次 い で 組 み 付 け ら れ た 固 定 フ ラ ン ジ に よ っ て 半 径 方 向
で 確 保 さ れ る 。 固 定 フ ラ ン ジ は 、 １ つ の 変 向 部 材 し か 使 用 し な い 場 合 、 少 な く と も 部 分 的
に こ の 変 向 部 材 と 同 じ 軸 方 向 位 置 に 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ナ ッ ト と 、 該 ナ ッ ト に 取 り 付 け ら れ た 固 定 フ ラ ン ジ と に 、 １ 固 定 手 段 を 用 い る こ と が で き
、 こ れ に よ っ て 固 定 フ ラ ン ジ は 、 軸 方 向 か つ 周 方 向 で ナ ッ ト に 保 持 さ れ て い る 。 固 定 手 段
と し て 、 溶 接 、 接 着 、 ろ う 接 、 か し め ま た は こ れ ら の 手 段 の 組 み 合 わ せ を 用 い る こ と が で
き る 。 固 定 の た め に 、 ナ ッ ト と 固 定 フ ラ ン ジ と の 間 の 嵌 め 合 い を プ レ ス 嵌 め で 行 う こ と も
で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
固 定 フ ラ ン ジ は 、 ナ ッ ト に 一 体 成 形 さ れ て い る 当 設 面 に よ っ て 、 軸 方 向 で ナ ッ ト に 形 状 結
合 式 に 固 定 す る こ と が で き る 。 ナ ッ ト は 外 側 表 面 で プ ロ フ ィ ー ル を 備 え て お り 、 こ の プ ロ
フ ィ ー ル に 、 固 定 フ ラ ン ジ の 、 か し め ら れ た 材 料 部 分 が 配 置 さ れ て い る 。 硬 化 さ れ て い な
い フ ラ ン ジ は 、 硬 化 さ れ た 、 こ の よ う に 特 別 に 成 形 さ れ た プ ロ フ ィ ー ル を 備 え た ナ ッ ト の
外 径 に か し め ら れ 、 こ れ に よ っ て 高 い 力 を 伝 達 で き る 形 状 結 合 部 を 得 る こ と が で き る 。 プ
ロ フ ィ ー ル は 、 た と え ば ロ ー レ ッ ト で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
変 向 部 材 は 、 固 定 フ ラ ン ジ の 切 欠 に 、 半 径 方 向 遊 び を 有 し て 配 置 す る こ と が で き る 。 こ の
よ う に し て 変 向 部 材 は わ ず か に 「 呼 吸 」 す る こ と が で き 、 こ の こ と は 玉 の 一 定 し た 走 行 に
有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ナ ッ ト は 、 ね じ 山 溝 で 、 引 き 延 ば し お よ び ／ ま た は キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン （ Ｋ ａ ｌ ｉ ｂ ｒ ｉ
ｅ ｒ ｅ ｎ ） お よ び ／ ま た は 転 造 （ Ｒ ｏ ｌ ｌ ｉ ｅ ｒ ｅ ｎ ） に よ っ て 切 削 屑 な し に 製 作 さ れ た
構 成 部 材 で あ っ て よ い 。 ナ ッ ト は 硬 化 鋼 か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 ナ ッ ト の 、 切 削 屑 の
出 る 加 工 の 場 合 、 管 の 製 作 時 に 僅 か な 切 削 容 量 し か 生 じ な い 。 固 定 フ ラ ン ジ は 、 金 属 薄 版
、 有 利 に は 鋼 薄 板 か ら 打 ち 抜 く こ と が で き る 。 極 め て 正 確 に 扁 平 な 表 面 を 得 る た め に 、 固
定 フ ラ ン ジ は 両 側 で 研 磨 す る こ と が で き る 。 変 向 部 材 は 、 鋼 ま た は プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る
曲 げ ら れ た 管 と し て 一 体 的 に ま た は 複 数 部 分 か ら 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
実 施 例 の 説 明
本 発 明 の 実 施 例 を 図 示 し 、 公 知 の ボ ー ル ね じ と 比 較 し て 以 下 に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ９ か ら 図 １ １ に 示 し た 、 従 来 技 術 の ボ ー ル ね じ は 、 ス ピ ン ド ル １ と ナ ッ ト ２ と 変 向 部 材
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３ と 玉 ４ と か ら 成 っ て お り 、 玉 ４ は 、 ス ピ ン ド ル １ の 、 螺 旋 状 の ね じ 溝 と 、 こ れ に 対 応 す
る ナ ッ ト ２ の ね じ 溝 と の 間 に 配 置 さ れ て い て 、 連 続 的 に 変 向 部 材 ３ に よ っ て 変 向 さ れ る 。
一 方 向 で ス ピ ン ド ル １ が 回 転 す る 場 合 、 玉 ４ に よ っ て ス ピ ン ド ル １ に 沿 っ た ナ ッ ト ２ の 移
動 が 生 じ る 。 ス ピ ン ド ル １ と ナ ッ ト ２ と の 間 で 玉 ４ が 螺 旋 状 の 走 行 軌 道 の 終 端 部 に 近 づ く
と 、 玉 ４ は 変 向 部 材 ３ に よ っ て そ の 終 端 位 置 か ら 離 間 さ れ 、 変 向 部 材 ３ を 通 っ て 軸 方 向 で
案 内 さ れ 、 再 び 走 行 軌 道 の 始 端 部 に 降 ろ さ れ る 。 反 対 方 向 で ス ピ ン ド ル １ が 回 転 す る 場 合
、 玉 の 運 動 方 向 ひ い て は ナ ッ ト ２ の 運 動 方 向 が 逆 に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ９ に は 、 ボ ー ル ね じ に 組 み 込 む た め に 利 用 で き る よ う な ナ ッ ト ２ の 固 定 フ ラ ン ジ ５ と 螺
旋 状 の 領 域 と が 示 さ れ て い る 。 通 常 ボ ー ル ね じ の 構 成 部 材 た と え ば ナ ッ ト ２ は 、 軸 を 中 心
と す る 運 動 を 防 止 し て 組 み 込 ま れ て い る 。 別 の 構 成 部 材 、 多 く の 場 合 ス ピ ン ド ル １ は 、 支
承 位 置 ６ を 介 し て 組 み 込 ま れ て い て 、 か つ 可 逆 式 に 作 動 す る モ ー タ に よ っ て 駆 動 さ れ る よ
う に な っ て い る 。 選 択 さ れ た 回 転 方 向 で の モ ー タ の 回 転 に よ っ て 、 ナ ッ ト ２ が ス ピ ン ド ル
１ に 沿 っ て 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ ０ で は 、 変 向 部 材 ３ は 収 容 フ ィ ン ガ ７ を 備 え て お り 、 こ の 収 容 フ ィ ン ガ ７ は 、 ナ ッ ト
２ と ス ピ ン ド ル １ と の 間 に 存 在 す る ね じ 溝 内 に 延 び て い る 。 こ れ に よ っ て 破 線 ８ で 示 し た
、 玉 ４ の 螺 旋 状 の 走 行 軌 道 は 、 ポ イ ン ト ９ で 中 断 さ れ 、 中 断 後 直 ち に 、 変 向 部 材 ３ を 通 っ
て 延 び る 玉 走 行 軌 道 １ ０ に 変 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ １ に は 、 変 向 部 材 ３ の 、 図 １ ０ に 示 し た も の と は 別 の 端 部 が 示 さ れ て い て 、 さ ら に ど
の よ う に し て 玉 ４ が ス ピ ン ド ル １ と ナ ッ ト ２ と の 間 の 螺 旋 状 の 溝 に 戻 さ れ る か が 示 さ れ て
い る 。 玉 ４ は 、 ポ イ ン ト １ １ に お い て 、 図 １ ０ と 類 似 の 急 な 運 動 方 向 の 転 換 に さ ら さ れ る
。 こ こ で も 収 容 フ ィ ン ガ １ ２ が 示 さ れ て お り 、 こ の 収 容 フ ィ ン ガ １ ２ は 、 図 １ ０ に 示 し た
、 変 向 部 材 ３ の 収 容 フ ィ ン ガ ７ と 同 様 に 形 成 さ れ て い て 、 玉 ４ を 再 び 螺 旋 状 の 走 行 軌 道 に
挿 入 す る 際 に ガ イ ド と し て 働 く 。 さ ら に 収 容 フ ィ ン ガ １ ２ は 、 ス ピ ン ド ル １ が 反 対 方 向 で
回 転 す る 際 に 、 玉 ４ を 収 容 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ れ と 類 似 の 形 式 で 形 成 さ れ た 、 図 １ ～ 図 ８ に 示 し た 本 発 明 の ボ ー ル ね じ で は 、 ナ ッ ト １
３ と 固 定 フ ラ ン ジ １ ４ と が 、 互 い に 固 定 し 合 う 個 々 の ２ つ の 部 材 か ら 形 成 さ れ て い る 。 一
体 的 な Ｕ 字 形 の プ ラ ス チ ッ ク 管 と し て 形 成 す る こ と の で き る 変 向 部 材 １ ５ 、 ま た は 組 み 合
わ さ れ た ２ つ の 部 分 片 １ ７ ， １ ８ か ら 形 成 す る こ と の で き る 、 変 向 部 材 １ ５ と 同 形 の 変 向
部 材 １ ６ は 、 Ｕ 字 形 ウ ェ ブ で ナ ッ ト １ ３ の 外 側 を 延 び て い て 、 か つ ナ ッ ト の ２ つ の 貫 通 開
口 を 接 続 す る 。 同 様 に こ の 変 向 部 材 は 、 図 ９ ～ 図 １ １ の ３ つ の 図 面 で 示 し た 、 公 知 の ボ ー
ル ね じ の 変 向 部 材 ３ と 同 様 に 、 螺 旋 状 の 走 行 軌 道 の 終 端 部 か ら 始 端 部 へ の 玉 ４ の 戻 し 案 内
に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 実 施 例 で は 、 変 向 部 材 １ ５ も し く は １ ６ は 、 半 径 方 向 で 固 定 フ ラ ン ジ １ ４ に よ っ
て 保 持 さ れ る 。 な ぜ な ら ば 固 定 フ ラ ン ジ １ ４ の フ ラ ン ジ 体 が 、 ナ ッ ト １ ３ を 収 容 す る た め
の 中 央 開 口 １ ９ 以 外 に 、 変 向 部 材 １ ５ も し く は １ ６ の Ｕ 字 形 ウ ェ ブ の 配 置 さ れ る 切 欠 ２ ０
を 備 え て い る か ら で あ る 。 こ の 実 施 例 で は 、 固 定 フ ラ ン ジ １ ４ は 、 変 向 部 材 １ ５ も し く は
１ ６ を 組 み 付 け た あ と で 、 か し め に よ っ て ナ ッ ト １ ３ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 固 定 フ
ラ ン ジ １ ４ は 、 図 ４ に よ れ ば 、 端 面 で 、 ナ ッ ト １ ３ の リ ン グ 状 の 当 接 面 ２ １ に 形 状 結 合 式
に （ ｆ ｏ ｒ ｍ ｓ ｃ ｈ ｌ ｕ ｅ ｓ ｓ ｉ ｇ ； 形 状 に よ る 束 縛 ） 接 触 し て い て 、 か つ 別 の 端 面 で 、
ナ ッ ト １ ３ の 外 周 面 に 加 工 さ れ た プ ロ フ ィ ー ル ２ ２ を 取 り 囲 ん で い る 。 こ こ で は 固 定 フ ラ
ン ジ １ ４ の 、 か し め ら れ た 材 料 部 分 ２ ３ が ナ ッ ト １ ３ に 係 合 す る の で 、 ナ ッ ト １ ３ と 変 向
部 材 １ ５ も し く は １ ６ と 固 定 フ ラ ン ジ １ ４ と は 互 い に 固 定 し 合 っ て お り 、 こ れ ら は ス ピ ン
ド ル と 、 挿 入 さ れ た 玉 ４ と 共 に 本 発 明 の ボ ー ル ね じ を 形 成 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
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本 発 明 の ボ ー ル ね じ の た め の ナ ッ ト と 変 向 部 材 と 固 定 フ ラ ン ジ と を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
図 １ の 構 成 部 材 を 備 え た ボ ー ル ね じ を 端 面 側 か ら み た 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
ナ ッ ト と 、 ナ ッ ト に 取 り 付 け ら れ た 固 定 フ ラ ン ジ と を 側 面 か ら み て 示 す 縦 部 分 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】
図 ３ に 示 し た 、 ナ ッ ト と 固 定 フ ラ ン ジ と の 結 合 領 域 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
一 体 的 な Ｕ 字 管 状 の 変 向 部 材 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
２ 部 分 か ら 成 る Ｕ 字 管 状 の 変 向 部 材 を Ｕ 字 ウ ェ ブ 側 か ら み た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
固 定 フ ラ ン ジ を 端 面 側 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】
図 ７ の 固 定 フ ラ ン ジ を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】
従 来 技 術 の ボ ー ル ね じ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】
図 ９ の ボ ー ル ね じ を 、 変 向 部 材 の 入 口 側 か ら み て 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】
図 ９ の ボ ー ル ね じ を 、 変 向 部 材 の 出 口 側 か ら み て 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ス ピ ン ド ル 、 　 ２ 　 ナ ッ ト 、 　 ３ 　 変 向 部 材 、 　 ４ 　 玉 、 　 ５ 　 固 定 フ ラ ン ジ 、 　 ６
　 支 承 位 置 、 　 ７ 　 収 容 フ ィ ン ガ 、 　 ８ 　 破 線 、 　 ９ 　 ポ イ ン ト 、 　 １ ０ 　 玉 走 行 軌 道 、
　 １ １ 　 ポ イ ン ト 、 　 １ ２ 　 収 容 フ ィ ン ガ 、 　 １ ３ 　 ナ ッ ト 、 　 １ ４ 　 固 定 フ ラ ン ジ 、 　
１ ５ 　 変 向 部 材 、 　 １ ６ 　 変 向 部 材 、 　 １ ７ 　 部 分 片 、 　 １ ８ 　 部 分 片 、 　 １ ９ 　 開 口 、
　 ２ ０ 　 切 欠 、 　 ２ １ 　 当 設 面 、 　 ２ ２ 　 プ ロ フ ィ ー ル 、 　 ２ ３ 　 材 料 部 分
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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